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1．緒言ても羊毛織物と似たようなことがいわれている．しかし絹織物は多くの人々によって“軽くて暖かい”というながら，絹織物については統一した意見はなく，吸湿に｣前;望乙毎L､ユーユーＬＴ、＿｣、－－－－＿－．＿ ￣￣口．￣.～●－．－￣￣･￣'咳凹－J－J画､。□Ｕｄ､ダム、 ＺＸ回ｕｒ－評価を受けており'’-4)，その用途も秋・冬用の衣料に集よって伸びるとも縮むともいわれている．本報では絹繊中している．筆者は前報5)において絹織物は相対湿度の維の集合体の湿度依存性を明らかにするために，絹織物低い，いわゆる乾燥時に保温性を発揮することを確認しの厚承方向の圧縮特性に及ぼす相対湿度の影響を検討している．しかし，その原因については何ら説明していなた．また，絹単繊維の応カーひずゑ曲線や形態に及ぼすいため，本報においてその原因を明らかにしたい． 湿度の影響も調べた．絹織物が乾燥時に保温性を増大させる原因としては，
おもに繊維の集合構造が乾湿時で異なること，および繊２．実験維自体の熱伝導率が吸湿により顕著に変化することが考１）実験方法
えられるが，本報では前者について検討し，後者についｉ）絹織物の圧縮特性測定ては次報6)に譲りたい． 絹織物の圧縮特性の測定には，京都大学の川端研究室羊毛織物の吸湿脱湿に伴う伸縮挙動は以前から研究ざにおいて試作された精密引張試験機ＫＥＳ－Ｇ１を圧縮操れており7兆10〕，一般に羊毛織物は吸湿により伸び，脱湿作方式で用いた．試験機内の相対湿度はとくにコントロにより縮むといわれている．また丹羽ら'1)'2)によってそ－ルはせずに，あらかじめ所定の相対湿度となる飽和塩の理論的検討も行われている．このことは羊毛織物が乾水溶液を含むデシケータ中で，布を48時間以上調湿し，燥時にかさ高くなることを意味している．綿織物についデシケータから取り出した後，３０秒以内で布の圧縮特
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